
Ｑ 通学されていた頃のことを教えてください。
Ａ 当時は木造校舎（注：現在の市営球場あたり）でした。
男子が９割。今も会う友人がいます。御殿場に住んでいて、
御殿場線に乗り、沼津駅からは歩いて通学しました。特待
生は10人くらいいました（注：野田氏は特待生です）。
弓道がとても強かったです。「求道」の碑は今もあります
か？（注：駐車場入口付近にあります）

Ｑ 印象深い思い出はこざいますか？
Ａ やんちゃな子たちが散らかしたゴミを、石内先生（注：
初代校長の石内直太郎先生）が拾っていた。そういう人で
した。先生たちからも敬愛されていました。
月見遠足は函南まで歩いていました。よい思い出です。
校歌は今でも歌えます。硬派なよい校歌ですね。

Ｑ 英語は高校時代からお得意でしたか？
Ａ 高校時代から英語は好きでした。でも、大学に行くと、
すごい人ばかりです。大学では、英語より歴史を学んでいました。就職した当時は、出身大学から「英語
が得意」と見られてしまいました。英語に向き合ったのは、むしろ就職してからです。歴史を学んだこと
は、就職してからとても役立ちました。

Ｑ 素敵な人生ですね。
Ａ 旅行の仕事を通して世界各国に行きました。ハワイは気候がよく、過ごしやすい土地です。ぜひ、ハワ
イを訪れてください。

ニューヨークからハワイ、そして母校へ－世界を舞台に歩んだ先輩から、後輩へのエール－
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梅雨本番を迎え、傘の出番が増える季節になりました。しっとりと雨に包まれる６月は、生徒たちが
自分の進路と向き合う時間がぐっと増える時期でもあります。静かに考えを深めるこの季節に、心温ま
るお知らせとともに、各学年で行われた進路行事の様子をお伝えします。雨の季節に芽生える静かな決
意が、やがて確かな歩みへとつながっていくことを願います。

本校第７期生で、現在は卒寿(90歳)に近い御年齢となる野田省三氏は、長年にわたり国際的な舞台で活躍してこ
られました。そこで培われた御経験と、本校への変わらぬ思いから、このたび「後輩たちの学びの力になれば」と
寄付のお申し出をいただきました。世界を広く見てこられた先輩の温かなまなざしは、進路を模索する生徒たちに
とって、未来の扉を開く一つの示唆でもあります。

野田（旧姓：道家どうけ）省三氏・略歴
本校第７期生。国際基督教大学を卒業後、旅行業の世界へ。ニューオリエント・エキスプレス社での

ニューヨーク勤務を経て、1970年からはジェットツアーで常務取締役や米国法人（ロサンゼルス・ハワ
イ）の社長として活躍されました。1998年にハワイへ移住後は Hospitality Unlimited Inc. を設立し、日本
人旅行者のサポートに尽力。2001年にはハワイ州不動産免許を取得し、長期滞在プログラムやタイムシェ
ア・リゾートの調査研究にも携わりながら、バケーション・アドバイザーとしての活動を続けてこられまし
た。昨年、30年近く拠点としていたハワイを引き上げ、現在は日本にお住まいです。

▲野田省三氏（中央）５月28日東京にて

【中等部】高校模擬授業・高校説明会（６月19日）

中等部生が高等学校の授業を体験し、高校生活について知ることにより、高校の
教育内容等について理解を深めるとともに、今後の高校生活に向けた取組の見通し
をもつために実施しています。進学意識の高揚につながる２時間となりました。

▼模擬授業（左から数学・国語・英語）
授業者は高校教員。ちょっと背伸びした高校の授業内容を体験したり、中学校と
高校の学習の接続について学んだりしていました。

▼説明会
教育課程、選抜クラス・コース
制について、進路指導について
などの説明がありました。大事

なところをしっかりメモ。



【高校】求道まとめどり（６月18日）

１年

２年

３年

働くとは？

大学を知る

次の一歩を踏み出す

▼山一金属(株)探究支援 ▼「地域探究講演会」
静岡大学グローバル共創科学部 山本隆太准教授

▼「未来講演会」 リクルート
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▼産業能率大学講演会・ワークショップ ▼第一志望宣言の作成とクラス内発表会

見学先

21HR 東京農工大学 青山学院大学

22HR 都留文科大学 山梨県立大学

23HR 神奈川大学 東京農業大学

24HR 産業能率大学 神奈川大学

25HR 東海大学 産業能率大学

26HR 立教大学 駒澤大学

キャンパス見学、模擬授業、大学説明、学
食体験など、盛りだくさんの１日でした。百聞は一見
に如かず。４年制大学に進学する・しないに関わらず、
まずは見てみるって大事ですね。

今後の日本や世界の在り方を学び、自身の将来を再度見つめなおすこ
とで、自身のよりよいキャリアを形成するための時間になりました。 

外部から講師を招き、働くことの意味を考
える１日。今後の探究活動につなげます。
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